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家族や地域の人々とどのように関わ
るとよいかという課題に取り組むこと
を通して，よりよい関わり方を見付けて
いくことをねらって書き表した例

㋓「～のために」に，題材のゴールの
イメージを示しています。

題材を通した学習課題を踏まえて，どのよ
うな視点で物事を捉えて，思考していくかを
想定して，書き表した例

㋒「～の視点」に，教科等の特質に応じた見
方・考え方に関する内容を示しています。
（※家庭分野の場合，ここでは「協力・協
働」の視点）

（１）の「知識及び技能」及び（２）「思考力，判断力，
表現力等」の目標は，基本的に指導事項の文末を
「～できる。」として示す。（３）「学びに向かう力，
人間性等」の目標は，（１）（２）を踏まえて，「生活
をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養
う。」と示す。

単元の評価規準は，次のように設定します。

◆「知識・技能」は，基本的には，〔知識及び技能〕

の指導事項の文末を，「～について理解してい
る」，「～について理解しているとともに，適切に
できる」とする。
※「Ａ家族・家庭生活」の（１）については，その文
末を「～に気付いている」とする。

◆「思考・判断・表現」は，〔思考力，判断力，表現
力等〕に示されている学習過程に沿って，「課題
を解決する力」が身に付いているのかを評価す
る。①家族・家庭や地域における生活の中から
問題を見いだし，解決すべき課題を設定する力
については，その文末を「～について問題を見
いだして課題を設定している」，②課題解決の見
通しをもって計画を立てる際，生活課題につい
て多角的に捉え，解決方法を検討し，計画，立案
する力については，その文末を「～について（実
践に向けた計画を）考え，工夫している」，③課
題の解決に向けて実践した結果を評価・改善す
る力については，その文末を「～について，実践
を評価したり，改善したりしている」，④計画や
実践について評価・改善する際に，考察したこと
を理論的に表現する力については，その文末を
「～についての課題解決に向けた一連の活動に
ついて，考察したことを論理的に表現している」
とする。
◆「主体的に学習に取り組む態度」は，①粘り強さ
（知識及び技能を獲得したり，思考力・判断力・
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組を行おうとする側面），②自らの学習
の調整（その中で自らの学習を調整しようとす
る側面），③実践しようとする態度，を含めるこ
とを基本とし，その文末を「～について，課題の
解決に向けて主体的に取り組んだり（①），振り
返って改善したり（②）して，生活を工夫し創造し，
実践しようとしている（③）」とする。

㋐
㋑ ㋒

家庭分野の場合，題材の目標を次のように設定
します。

実生活（この場合は家族・家庭や地域との関
わり）の場面で，学習したことを生かそうとす
る姿を想定して，書き表した例

㋐「～において」に，実生活の場面を示して
います。
㋑「家族や地域の人々との関わり方」に，本
題材の学習内容，目標や評価規準を要約
している言葉を示しています。
㋒「工夫し創造しようとする」に，実生活の
場面でどのように実践しようとしている
かを示しています。

□目標や評価規準を踏まえ，具体的な
学習や生活の場面での子供の姿と
なっていますか
（文末は「～している（しようとしている）子供（児
童生徒）」）

□子供たちと共有できる表現になって
いますか

㋓ ㋔

技術・家庭科（家庭分野）における学習構想案作成のポイント 熊本の子供を、「学びの主体」として育てるために！

子供たちに求められる資質・能力を確実に育むためには、「主体的・対話的で深い
学び」の視点による授業改善を進めていくことが重要です。そのため、単元を通し
てどのような子供たちの姿を目指していくのかを明確にイメージし、単元を構想し
ましょう。

★「題材終了時の子供の姿」のポイント

○題材の目標及び評価規準の設定

★「題材を通した学習課題」のポイント

□子供たちが題材を通して興味・関心
をもって深く考えることができる学
習課題ですか
□見方・考え方を働かせて課題解決を
図ることができるものですか
□子供たちと共有できる表現ですか
□題材のゴールの姿に迫るものですか

★「本題材で働かせる見方・考え方」
のポイント

□題材を通した学習課題を解決するた
めの見方・考え方となっていますか
□見方・考え方を働かせると深い学び
になりますか


